
 

 

平成 26 年度 
工学部 FD シンポジウム 
～新しいＴＡの活用について～ 

 
 
 
   
 
 

日時：平成 26 年 12 月 5 日 14:40～17:10 

     会場：総合研究棟１F シアター教室 

主催：工学部教育企画委員会 FD 部会 

   共催：理工学研究科教育企画委員会 FD 部会 

        後援：教育機構 教育企画室 
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１．はじめに 

 
 平成２６年度工学部 FD シンポジウムは，工学部教育企画委員会 FD 部会が主催し，教育機構

教育企画室の後援を受け，平成２６年１２月５日(金)１４：４０～１７：１０に総合研究棟シアタ

ー教室にて開催された。重原工学部長による開会の挨拶後、司会進行は柳瀬 FD 部会長が担当し

た。 
 シンポジウム第一部では，工学部教育企画委員会 FD 部会がＨ１９年に制定し、Ｈ２５年度に

改訂した「ベストレクチャー賞について」の選考基準に基づき「ベストレクチャー賞」の表彰式

を行うとともに，受賞された先生方に授業のワンポイント・アドバイスをいただいた。第二部で

は，「新しいＴＡの活用について」というテーマで、「国際関係論」の授業におけるＴＡ活用方法

などを教育機構の細井先生から紹介頂き、その後工学部長の重原先生より「新しいＴＡ及びＳＡ

制度について---ＴＡの活用事例を交えて---」という題名で講演をして頂いた。 
 
なお、シンポジウムの参加者は１９名であり，その内訳は下表のとおりであった． 
 
 

 

２０１４FD シンポジウム出席者内訳 

所属 教授 准教授 助教 職員 学生 その他 計 
機械 2 2 2    6 

電気電子 1 2     3 
情報 1 1 1    3 

応用化学 1 1 1    3 
機能       0 
建設   1    1 
環境  1     1 
理工研       0 

教育企画課       0 
その他  1  1   2 
計 5 8 5 1 0 0 19 
        

 
 
 
 
 
 
 
 



 

２．式次第 

 
学部長挨拶  重原 孝臣 学部長 

 
第一部 ベストレクチャー賞表彰式 
 

1. ベストレクチャー賞について  柳瀬 郁夫 FD 部会長 

2. ベストレクチャー賞表彰式 
履修者が 50 名以下の部門受賞者 
履修者が 51 名以上 90 名以下の部門受賞者 
履修者が 91 名以上の部門受賞者 
演習の部門受賞者 

3. 講義を行うにあたってのワンポイント・アドバイス 
履修者が 50 名以下の部門受賞者 
履修者が 51 名以上 90 名以下の部門受賞者 
履修者が 91 名以上の部門受賞者 
演習の部門受賞者 

～休憩～ 

第二部 講演 

題目 「新しいＴＡの活用について」 

・１．「アクティブ・ラーニングで学ぶ国際関係論入門」 
講師：教育機構 細井 優子 先生 

２．「新しいＴＡ及びＳＡ制度について---ＴＡの活用事例を交えて---」 
講師：工学部長 重原 孝臣 先生 

 

 

閉会挨拶  柳瀬 郁夫 FD 部会長 
 
 
 
 
 
 

 



 

・シンポジウム第一部 ベストレクチャー賞表彰式 

・ベストレクチャー賞について 
 第一部では，平成２６年ベストレクチャー賞は，平成２５年度に工学部で開講された講義（実

験・実習を除く）を対象に，以下の選考方法に基づいて決定された。各カテゴリーの受賞科目お

よび受賞者を下表に示す。各受賞者に対して，重原工学部長より表彰状と副賞（モバイルスキャ

ナ）が送られた。 
 
※選考方法 

 

 

 
 



 

・平成２６年ベストレクチャー賞 
 

カテゴリー 科目名 受賞者 

１，履修者が 50 名以下の部門 環境化学計測Ⅱ 
飯島 明宏 
（非常勤） 

２，履修者が 51 名以上 90 名以下の部門 応用線形代数 
内田 淳史  

（情報システム工学科） 

３，履修者が 91 名以上の部門 基礎流体力学 
中村 匡徳     

（機械工学科） 

４，演習の部門 機械設計演習 
琴坂 信哉  

（機械工学科） 
 
・講義を行うためのワンポイント・アドバイス 

 
 平成２６年ベストレクチャー賞表彰式に引き続き，講義を行うにあたってのワンポイント・ア

ドバイスについて，各受賞者にご講演いただいた。以下に，各受賞者の講演の概要を示す。 
 
・履修者が 50 名以下の部門受賞者： 飯島 明宏（非常勤講師）当日欠席 
 

・履修者が 51 名以上 90 名までの部門受賞者： 内田 淳史 准教授 
  ・講義では板書を重視している 
  ・マンネリ化を防ぐため、講義の間に雑談・デモンストレーションを行っている 
  ・TA の活用については、教員と学生の年の差の緩和（相談等）に役立てている。 
 
・履修者が 91 名以上の部門受賞者： 中村 匡徳 准教授 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・演習の部門受賞者：琴坂 信哉 准教授 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・シンポジウム第二部 「新しい TA の活用について」 
  

第二部では，教育機構の細井優子先生に「アクティブ・ラーニングで学ぶ国際関係論

入門」というテーマで講義における TA の活用について講演いただいた。 
工学部長の重原先生には「新しい TA 及び SA 制度について---TA の活用事例を交えて

---」というテーマで講演いただいた。その概要を以下に示す。 
 

・「アクティブ・ラーニングで学ぶ国際関係論入門」 

講師：教育機構 細井優子先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・「新しい TA 及び SA 制度について---TA の活用事例を交えて---」 
講師：工学部長 重原孝臣先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


